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　去る 11 月 28 日（金）福岡市において標記
常任委員会が開催されたので概要を報告する。

1. 開　会
　蓮澤会長より開会が宣言された。

九州医師会連合会  
第 426 回常任委員会

田名　毅会長

九州医師会連合会第 426回常任委員会

日時：令和 7 年 11 月 28 日（金）16：00 ～ 16：50
場所：ホテル日航福岡　4 階　ローズルーム

《次　　第》

1. 開　　会

2. 九州医師会連合会長挨拶

3. 報　　告
　1）	 九州医師会連合会事業現況について（福岡）
　2）	� 第 125 回九州医師会連合会総会及び医学会関連

行事について（福岡）
　3）	� 第 125 回九州医師会連合会総会の宣言・決議（案）

について（福岡）
　4）	� 第 125 回九州医師会医学会分科会の出題並びに

記念行事の参加申込状況について（福岡）
　5）	� 第 2 回連絡協議会（令和 8 年 2 月 14 日（土）福

岡市）について（福岡）
　6）	� 第 2 回勤務医連絡協議会～勤務医交流会～ 	

（令和 8 年 2 月 14 日（土）福岡市）について（福岡）
　7）	� 日本医師会設立 78 周年記念式典並びに医学大会

における被表彰者に対する慶祝について（福岡）
　8）	� 秋の叙勲等受章者に対する慶祝について（福岡）
　9）	� 原中勝征先生（元日本医師会会長）を偲ぶ会へ

の弔意について（福岡）
　10）	�その他

4. 協　　議
　1)	� 入国者収容所等視察委員会委員の推薦について

� （福岡）
　2）	� 九州医師会連合会第 22 回事務局長連絡協議会の

開催について（福岡）
　3）�その他

5. そ の 他

6. 閉　　会

2. 挨　拶
九州医師会連合会長　蓮澤浩明
　本日から 3 日間、九州医師会連合会の最も大
きな事業である総会・医学会及び関連諸行事が
予定されており、有意義な会となるよう努めて
参りたい。なお、本日は、本連合会事業現況、
並びに総会及び医学会関連行事の説明のため、
福岡県の桑野委員が出席しているので、ご了承
いただきたい。

3. 報　告
1）九州医師会連合会事業現況について（福岡）
　令和 7 年 7 月 1 日から 10 月 31 日までの九
州医師会連合会事業は、第 129 回定例委員総
会で承認された事業計画に基づき着実に推移し
ている。期間中に 4 回の常任委員会を開催し、
九州医師会連合会会長・副会長の選任、日本医
師会副会長・理事補欠選挙に係る九州ブロック
からの推薦候補者を決定した。また、第 1 回連
絡協議会では物価高騰下における地域医療・介
護提供体制の持続性をテーマに、各県の課題共
有と政策提言を協議した。同日に開催した第 1
回勤務医連絡協議会では、大学病院を含む各県
の組織強化の取組みや勤務医の課題について意
見交換を行った。加えて、共同利用施設連絡協
議会や学校保健関連等の諸行事を開催し、九州
各県の連携強化を図った。

2）第 125 回九州医師会連合会総会及び医学会
関連行事について（福岡）
　前日諸会議として、本常任委員会終了後、17
時より第 130 回臨時委員総会、18 時より各県
医師会役員との合同懇親会を予定している。翌

－ 37（139）－



沖縄医報　Vol.62  No.2 2026
報　　告

29 日には、九州医師会連合会委員・各県医師
会役員合同協議会、続いて第 125 回九州医師
会連合会総会・医学会を開催し、厚生労働省医
政局長による「地域医療構想を含む医療界の課
題」、歴史家・作家の加来耕三氏による「歴史
に学び、未来を読む」と題する特別講演を予定
している。30 日には 6 分科会、8 種目の記念
行事を予定している。

3）第 125 回九州医師会連合会総会の宣言・決
議（案）について（福岡）
　本宣言・決議（案）は、9 月 27 日の第 425
回常任委員会で協議し、この後開催する第 130
回臨時委員総会の議事として提案することが承
認されている。また明日の第 125 回九州医師
会連合会総会に上程する運びとなる。

4）第 125 回九州医師会医学会分科会の出題並
びに記念行事の参加申込状況について（福岡）
　11 月 30 日に福岡市内で開催される医学会分
科会の一般演題は、内科学会 100 題、小児科
学会 11 題、東洋医学会 10 題、他 3 分科会は
講演のみとなっている。また記念行事 8 種目に
は合計 535 名の参加申込がある。福岡県の特
色として、分科会は産業医学会の開催、記念行
事はソフトボールの開催を予定している。

5）第 2回連絡協議会（令和 8年 2月 14 日（土）
福岡市）について（福岡）
　今回のテーマは、第 1 回協議会で示された「地
域住民との関わり方」「地域住民との接点」「医
師会の在り方」を意識することの重要性を踏ま
え、「地域と医療を支える医師会を理解しても
らうための取組み」に焦点を絞り議論を行う。
さらに医師会の存在意義を効果的に発信してい
く必要性を踏まえ、九州各県の取組みを事前ア
ンケートにより整理・共有する形式とする。
　アンケートは、①交流、②発信、③成果、④
今後の方向性の 4 つを軸に構成し、現在内容を
検討中である。また今回は、出席者間の議論を
より重視するため、ロの字形式で開催し、各県

報告（各 6 分× 8 県 = 48 分）、全体協議・意見
交換（50 分）、総括（10 分）、日医役員からの
発言（10 分）を通じて、医師会活動を地域に
効果的に発信するための具体策を検討する。

6）第 2回勤務医連絡協議会～勤務医交流会～
（令和8年2月14日（土）福岡市）について（福岡）
　第 2 回勤務医連絡協議会では、九州各県の若
手医師によるグループ討論と発表を行う「勤務
医交流会」を開催することが前回の常任委員会
で承認されている。討論はグループワーク形式
で実施し、「管理者・部長」「中堅医師・指導医」「専
攻医・研修医」「医学生」の 4 層で構成する計
24 名が参加する。なお、指定外の役職からの
追加参加希望者も受け付けることとし、医学生
については福岡県内からの動員を主としつつ、
他県からの参加も妨げない。
　本交流会では、九州各県から多様な年代の勤
務医が集い、日常診療の課題や改善提案を共有
し、医師会の組織強化にも繋がる意見交換を行
う。また、グループワーク以外の担当理事等
もオブザーバーとして参加し、若手医師の率
直な意見を今後の医師会活動に反映する機会
とする。

（グループワーク形式）
1 グループ 7 名程度× 4 グループ（A・B・C・D）
ファシリテーター（4 名）、管理者・部長（4 名）、
中堅医師・指導医（8 名）、専攻医・研修医（8 名）、
医学生（4 名）
（推薦枠）

①�管理者・部長　4 名	  
　（鹿児島・佐賀・宮崎・福岡より各 1 名）

②�中堅医師・指指導　8 名	  
　�（沖縄・大分・長崎・熊本・鹿児島・佐

賀より各 1 名・福岡より 2 名）
③�専攻医・研修医　8 名	  

　�（宮崎・沖縄・大分・長崎・熊本より各 1 名・ 
福岡より 3 名）

　④�医学生　4 名（福岡より 4 名）
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7）日本医師会設立 78 周年記念式典並びに医
学大会における被表彰者に対する慶祝について
� （福岡）
　11 月 1 日に日本医師会館で行われた標記設
立記念式典において、日本医師会最高優功賞 3
名（うち沖縄県、真栄田篤彦 先生）、日本医師
会優功賞 8 名（うち沖縄県、稲田隆司 副会長）
の先生方に対し、慶弔規程により、九州医師会
連合会から祝電を送付し祝意を表した。

8）秋の叙勲等受章者に対する慶祝について	
� （福岡）
　今回、日本医師会の黒瀨巌常任理事が藍綬褒
章を、大分県の井上雅公先生が旭日双光章を、
受章した。慶弔規程により、九州医師会連合会
から祝電を送付し祝意を表した。

9）原中勝征先生（元日本医師会会長）を偲ぶ
会への弔意について（福岡）
　7 月 11 日にご逝去された、元日本医師会長
の原中勝征先生を偲ぶ会へ参列し、九州医師会
連合会から弔電・供花をもって弔意を表した。

10）その他
　特に追加の報告事項なし。

4. 協　議
1）入国者収容所等視察委員会委員の推薦につ
いて（福岡）
　日本医師会より標記委員の推薦依頼があり審
議を行った結果、令和 4 年度から担当してい
る沖縄県・平安明副会長に引き続き委嘱するこ
ととした。任期は令和 8 年 4 月 1 日から令和 9
年 3 月 31 日までの 1 年間である。なお、協議
においては、本委員が大阪・名古屋・大村市等
への年間 10 回程度の視察を伴い、負担が大き
いことが指摘された。また、長期的には特定県
に負担が偏らないよう、委員のローテーション
制について検討すべきとの意見があり、今後検
討を進めていくことを確認した。

2）九州医師会連合会第 22 回事務局長連絡協
議会の開催について（福岡）
　令和 8 年 3 月 13 日（金）福岡県医師会館に
て標記協議会を開催する提案があり、了承され
た。例年同様、各県事務局からの提案事項をも
とに情報交換を行うことを確認した。

3）その他
1）次期日本医師会会長選挙への出馬要請に
ついて（福岡）
　医療・介護を取り巻く環境が極めて厳しい
状況にある中、日本医師会が政府に対して一
層強い姿勢を示していく必要があるとの認識
のもと、日本医師会松本吉郎会長に次期日本
医師会会長選挙への出馬を要請する方針を各
県会長間で確認した。
　令和 7 年度補正予算において、医療分野で
1 兆円超を含む約 1.4 兆円の予算を確保した
ことは、松本会長の粘り強い交渉と、幅広い
信頼関係の構築による成果であり、高く評価
される。今後は、補正予算による緊急的な支
援を基盤として、次期診療報酬改定へ着実に
繋げるためにも、松本会長の続投が不可欠で
あるとの認識で一致し、本件を第 130 回臨時
委員総会に上程することについて、了承した。

5. その他
1）令和 8年度九州医師会連合会行事予定につ
いて（鹿児島）
　鹿児島県担当で開催予定の令和 8 年 7 月から
令和 9 年 6 月までの標記行事予定については、
既に周知したところであるが、令和 8 年 10 月
10 日に秋田県で全国医師国民健康保険連合会
全体協議会が開催されることとなった。このた
め、同日に予定していた九州医師会連合会の諸
会議を 10 月 3 日に変更する旨説明があり、了
承した。

6. 閉　会
　蓮澤会長より閉会が宣言された。
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